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問１ 16 私の望むものは決して手に入れられないから、何かを望むことはばかげている .766 .070 -.207
問１ 20 望むものを手に入れようと思っても多分手には入れられないだろうから、何かを望むことはばかげている .681 .226 .017
問１ 9 私はいまだにチャンスが得られていないし、これから先もチャンスを得られるとはとても思えない .643 -.127 -.103
問１ 17 将来私がこころから満足することはありそうにない .613 -.000 .080
問１ 7 私の未来は暗いように思われる。 .567 -.167 .097
問１ 11 自分の将来を思うと、苦しいことばかりで楽しいことはなさそうだ。 .553 -.207 -.061
問１ 14 何事にせよ私の望む通りにはならないだろう .525 .099 .393
問１ 2 私は物事を自分の思うとおりに出来ないので、あきらめたほうがましだ .490 -.041 -.134
問１ 10 私の過去の体験は、私の未来のためになるものだった -.442 .052 -.060
問１ 3 物事がうまくいかなくても、それがいつまでも続くわけではないと思えば気が楽になる .100 .783 .342
問１ 19 将来、悪いことよりも善いことのほうがよくありそうだ -.037 .677 -.078
問１ 13 未来のことを考えると、今よりも幸せになっているだろうと思われる -.091 .642 -.060
問１ 6 私がとても心配していることは、将来うまく解決するだろうと思われる -.064 .587 -.056
問１ 8 普通の人よりもましな人生を送れると思う .052 .578 -.122
問１ 4 10年後に自分がどんな生活をしているか予測できない -.083 .170 .823
問１ 18 私にとって未来はあいまいで不確かなものである -.053 .040 .751
問１ 1 私は希望で胸をわくわくさせながら未来を待ち望んでいる .067 .265 -.514
問１ 15 私は未来を強く信じている。 .028 .394 -.508
寄与率（％） 27.83 9.63 7.02
表１　絶望感尺度の因子分析結果
表２　絶望感尺度の３下位尺度間の相関係数
 否定的見通し 楽観的見通し 不確定感
否定的見通し － -0.528（＊） 0.361（＊）
楽観的見通し － － -0.432（＊）
不確定感 － － －

























F1 F2 F3 F4
問２ 6 人生は短いと思うと心が揺らぐ .828 -.041 -.052 .200
問２ 4 時ならぬときに死んでいくのではないかと心配だ .801 .006 -.014 -.048
問２ 7 自分自身の死を予想すると不安になる .730 -.097 .015 -.241
問２ 11 暴力によって死んでいくことが心配だ .721 .038 .051 .199
問２ 3 死は永遠の幸福な場所への道だと思う -.029 .771 .058 -.100
問２ 10 痛みは恐ろしいが、死は痛みからの救済だから死は恐れることはない -.069 .748 -.066 .274
問２ 20 死は私の真正な重荷からの救済だと思う .008 .634 .279 -.021
問２ 9 私は死後の世界を楽しみにしている -.071 .605 -.093 .145
問２ 19 私が死んだら天国に行くと思う .192 .576 -.293 -.115
問２ 1 天国はこの世よりもよいところだと思う -.025 .576 .169 -.220
問２ 16 私の人生を延ばすことにどんな意味も目的も見つからない .035 -.065 .820 -.056
問２ 17 この世に期待するものは何もないと思う .164 .031 .769 .110
問２ 5 私は生きることにうんざりしている -.169 .076 .762 -.002
問２ 13 私は死を恐れないし、歓迎もしない .103 .026 -.093 .754
問２ 18 死は私にとってどうでもよいことだ -.098 -.112 .273 .639
問２ 12 死は単に生命の過程の一部である .262 .096 .081 .597
問２ 2 苦しんで死ぬのが怖い .292 .019 .168 -.530
































標準化係数 p 標準化係数 p 標準化係数 p
死に対する恐怖感 .060 .400 .078 .281 -.075 .327
死の肯定的評価 -.140 .051 .336 .000 -.254 .001
生への否定的評価 .486 .000 -.406 .000 .309 .000
死への無関心 -.035 .629 .055 .457 -.112 .150
R ２ .233 .209 .119
（p<.05） （p<.05） （p<.05）
表５　死に対する態度尺度下位尺度間の偏相関
死に対する恐怖感 死の肯定的評価 生への否定的評価 死への無関心
死に対する恐怖感 － .112 .139 -0.320（＊）
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